日本語の慣用句
	
	きまりことば
	意味(แปลตรงตัว)
	例文 / คำแปล

	1
	足がEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぼう),棒)になる
	ขากลายเป็นไม้พลอง
	ハイキングで一日歩き続け、足が棒になってしまった。
เดินปีนเขาทั้งวัน ขาเป็นไม้พลองไปแล้ว = เมื่อยขา ขาแข็งไปหมด

	2
	顔が広い
	
	おじさんは、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちょうないかい),町内会)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やくいん),役員)をしているので、このEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とち),土地)では顔が広い。


	3
	EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かた),肩)を並べる
	
	(　二人は、肩を並べて歩いてきました。
(　二人は、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けんどう),剣道)では肩を並べるライバルEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どうし),同士)だ。


	4
	EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くび),首)がEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まわ),回)らない
	
	おじさんは、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅうたく),住宅)ローンで、首が回らなくなって困っていた。


	5
	EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すじ),筋)がいい
	
	おどりの先生に、筋がいいとほめられた。


	6
	手も足も出ない
	
	高校生のすもうチャンピオンでも、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほんもの),本物)のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りきしあいて),力士相手)では、手も足も出ない。


	7
	EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はら),腹)におく
	
	この話は、きみ一人の腹においてくれないか。


	8
	耳をうたがう
	
	絵のコンクールに「EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にゅうせん),乳腺)したよ」といわれて、思わず自分の耳をうたがった。


	9
	目が高い
	
	この商品をお選びになるとは、お客様はお目が高くていらっしゃいますね。


	10
	目がない
	
	(　ぼくは、あまい物には目がない。
(　「こんな高い物を買ってくるなんて、目がないわな」と母にいわれた。


	11
	くぎをさす
	
	友だちに、「これはぜったい、だれにも言わないでね」と、くぎをさされた。


	12
	馬があう
	
	かれとは馬があわないので、話がしにくいんだ。


	13
	EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うりふた),瓜二)つ
	
	ぼくは、父方のおじいさんの若いころに、瓜二つだそうです。


	14
	雲をつかむよう
	
	百万円をすぐにもらえるなんて、そんな雲をつかむような話を、信用できるわけがないよ。


	15
	気が置けない
	
	かれは、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よう),幼)ちEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えん),園)のころからのなかよしで、気が置けないEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しんゆう),親友)です。



